
12
月
３
日(

土)

午
後
、
第
12
回
中

国
百
科
検
定
が
全
国
30
カ
所
２
０
１

名
が
受
験
し
て
行
わ
れ
、
大
阪
メ
イ

ン
会
場
の
吹
田
市
大
和
大
学
で
29
名
、

今
回
初
め
て
天
王
寺
区
内
の
中
国
文

化
芸
術
学
院
が
準
会
場
と
な
り
12
名

が
受
験
し
ま
し
た
。

受
験
者
の
感
想
は
「
１
級
の
問
題

は
以
前
に
比
べ
て
よ
り
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
に
な
っ
た
気
が
す
る
」
「
新
テ

キ
ス
ト
を
希
望
す
る
」
「
次
回
も
受

験
予
定
で
す
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
知
り
え
て
楽

し
か
っ
た
で
す
」

「
系
統
的
に
学

ぶ
こ
と
が
大
切
、

じ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
取
り
組
み

た
い
」
「
試
験

中
は
静
か
に
し

て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

11
月
23
日
午
後
、
中
国
世
界
遺
産

学
習
会
は
大
阪
国
労
会
館
で
、
平
松

悦
雄
さ
ん
を
講
師
に
、
中
国
の
世
界

遺
産
を
巡
り
な
が
ら
、
地
理
・
歴
史
・

民
族
な
ど
13
名
が
学
び
ま
し
た
。

「
中
国
に
は
56
の
世
界
遺
産
が
あ

り
、
今
回
は
そ
の
一
部
で
し
た
が
次

回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
「
初

め
て
知
っ
た
こ
と
多
く
勉
強
に
な
り

ま

し

た

」

「
概
ね
と
て

も
勉
強
に
な

り
面
白
か
っ

た
で
す
。
丁

寧
に
取
り
組

ま
れ
て
感
動

し
て
い
ま
す
。

次
回
頑
張
っ

て
受
け
た
い

と
思
い
ま
す
」

な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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中
国
百
科
検
定

大
阪
２
会
場
で
開
催

12
月
４
日
（
日
）
午
後
、
干
支

き
り
え
講
習
会
が
、
日
中
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
来
年
の
干
支

ウ
サ
ギ
の
き
り
え
に
と
り
く
み
ま

し
た
。

参
加
し
た
13
名
は
慣
れ
た
手
つ

き
で
作
品
を
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
早

く
１
時
間
ぐ
ら
い
で
出
来

上
が
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

講
師
の
近
藤
好
幸
さ
ん
は
、
肩

や
腕
の
力
を
抜
き
、
刃
先
に
力
が

伝
わ
る
よ
う
に
紙
を
切
る
こ
が
大

切
と
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

府
連
の
中
で
も
。
定
期
的
に
き

り
え
行
事
を

実
施
し
て
い

る
と
大
き
な

評
価
を
得
て

い
ま
す
。
日

中
文
化
行
事

の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
き
り

え
講
習
会)

に

よ
り
多
く
の

方
の
参
加
を

の
ぞ
み
ま
す
。

(

平
松

悦
雄)

文
化
の
つ
ど
い
の
展
示
は
日
中
友

好
新
聞
正
月
号
掲
載

の
、
書
道
師
範
深
谷

祐
洸
さ
ん
の
書
を
展

示
し
ま
す
。
深
谷
さ

ん
は
堺
在
住
で
民
主

書
道
研
究
会
・
書
の

広
場
に
所
属
し
、

「
書
の
広
場
」
蜂
教

室
・
こ
ど
も
教
室
西

教
室
・
新
婦
人
お
し
ゅ

う
じ
教
室
な
ど
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
手
紙
も
紹
介
し
ま

す
。舞

台
出
演
で
は
風

の
つ
ど
い
（
ど
い
川

文
化
の
会
）
の
歌
と
楽
器
演
奏
で
盛

り
上
げ
ま
す
。

23
年
９
月
24
日

に
は
「
フ
ェ
ニ
ー

チ
ェ
堺
で
「
い
の

ち
輝
け
未
来
へ
」

公
演
を
開
催
予
定

し
て
い
ま
す
。

出
演
は
わ
ら
び
座
、

田
楽
座
、
若
駒
、

ス
ー
ホ
の
白
い
馬

モ
ン
ゴ
ル
楽
団
、

市
民
合
唱
団
で
す
。

日
中
堺
支
部
も

実
行
委
員
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

（
上
村

康
夫
）

堺
支
部

日
中
を
つ
な
ぐ
文
化
の
つ
ど
い

文
化
の
香
り
満
載

乞
う
ご
期
待

11
月
19
日
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が

大
阪
国
労
会
館
で
、
各
府
県
連
と
各

支
部
か
ら
30
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
交
流
発
言
で
は
一
番
活

発
に
活
動
し
て
い
る
の
が
大
阪
西
支

部
か
な
あ
と
自
負
い
た
し

ま
し
た
。

本
部
が
提
起
し
て
い
る
、

組
織
５
原
則
に
沿
っ
て
運

動
し
て
い
る
こ
と
が
、
多

面
的
・
多
様
な
活
動
に
な
っ

て
い
る
と
ひ
し
ひ
し
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

国
交
正
常
化
50
周
年
記

念
・
大
阪
府
連
主
催
文
化

の
つ
ど
い
成
功
に
向
け
て
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

太
極
拳
で
表
演
し
ま
す
。
12
月
か
ら

本
格
的
に
取
り
組
み
、
一
糸
乱
れ
ぬ

動
き
に
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

展
示
作
品
も
よ
り
よ
い
作
品
と
、

よ
り
質
の
高
い
も
の
を
選
ん
で
展
示

予
定
で
す
。

年
末
に
か
け
て
は
恒
例
の
昆
布
と

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
は
、
日
頃

な
か
な
か
行
事
の
参
加
に
難
し
い
方

と
の
繋
が
り
が
出
来
る

場
に
な
っ
て
お
り
、
支

部
収
益
の
ひ
と
つ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
困
難
な
組
織
拡

大
も
日
中
新
聞
12
月
１

日
付
け
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
、
福
島
県
の
山
本

俊
子
さ
ん
の
奮
闘
で
、

念
願
の
目
標
突
破
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

来
年
に
も
繋
が
っ
て

い
る
、
中
国
帰
国
者
２

世
支
援
署
名
も
自
覚
あ
る
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
支
部
全
体
に
も
広

げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
平
松

悦
雄
）

大
阪
西
支
部

干
支
う
さ
ぎ
き
り
え
講
習
会

募
金
（
カ
ン
パ
）
を

お
願
い
し
ま
す

帰
国
者
や
留
学
生
と
学
生

は
無
料
に
な
り
ま
す
。

出
演
者
や
出
品
者
の
方
も
、

参
加
協
力
費
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
積
極
的
な
募

金
を
お
願
い
し
ま
す
。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

大
阪
西
支
部
の
発
言

組
織
活
動
５
原
則
で
多
彩
な
活
動
を
展
開

全
国
で
中
国
百
科
検
定
を
受
験
さ

れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
若

い
方
の
参
加
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

大
阪
府
連
で
は
、
百

科
検
定
委
員
会
を
中
心

に
事
前
学
習
な
ど
、
計

画
を
さ
れ
て
試
験
そ
の

も
の
も
大
切
で
す
が
、

検
定
と
学
習
で
中
国
を

よ
り
身
近
に
そ
し
て
深

く
知
る
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

検
定
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
女
性
部
委
員
で
も
あ
る
高
田

佳
代
子
さ
ん
か
ら
、
ご
自
身
の
検
定

の
受
験
勉
強
の
中
で
蓄
え
た‘

中
国

文
化“

に
つ
い
て
の
資
料
を
活
用
し

て
、
女
性
部
で“

中
国
文
化
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
”
と
提
案

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ

っ
そ
く
来
年
か
ら

女
性
部
主
催
で“

ワ
イ

ワ
イ
、
が
や
が
や
”
と

気
軽
に
、
楽
し
い
勉
強

会
を
始
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

日
程
な
ど
１
月
府
連

通
信
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加

を
！

（
女
性
部
・
平
澤

京
子
）

日
中
国
交
正
常
化
50
周
年

日
中
を
つ
な
ぐ

文
化
の
つ
ど
い

12
月
25
日
（
日
）

12
時
か
ら

エ
ル
・
お
お
さ
か

南
館
５
階
ホ
ー
ル

参
加
協
力
費

５
０
０
円

女
性
部

中
国
文
化
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

ラ
ブ
リ
ー
中
国

中
国
料
理
と
文
化

風
俗
習
慣

中
国
56
ヵ
所
の

世
界
遺
産
を
学
ぶ



中
国
共
産
党
第
20
回
党
大
会
開
催

中
、
22
年
７
～
９
月
経
済
成
長
率
発

表
が
延
期
と
な
り
世
界
を
騒
然
と
さ

せ
ま
し
た
が
、
結
局
、
21
年
同
期
比

3.9
％
と
公
表
、
４
～
６
月
期
0.4
％
か

ら
の
回
復
傾
向
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
政

策
に
よ
る
人
・
モ
ノ
の
移
動
制
限
は

市
場
経
済
の
活
力
を
そ
ぎ
、
３
月
の

全
国
人
民
代
表
大
会
が
掲
げ
た
年
間

5.5
％
成
長
の
目
標
達
成
は
、
も
は
や

厳
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

今
年
上
期
の
企
業
倒
産
件
数
46
万
件
。

景
気
指
数
も
一
向
に
上
向
き
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
今
年
の
大
学
新
卒
者
は
史

上
初
め
て
１
０
０
０
万
人
を
突
破
し

た
の
で
す
が
、
就
職
率
は
２
割
に
届

か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
都
市
部
失
業
率
統
計
」
（
『
日
本

経
済
新
聞
』
２
０
２
２
年
８
月
16
日
）

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
22
年
７
月
の

全
体
失
業
率
は
5.4
％
で
前
年
を
や
や

上
回
る
と
い
う
水
準
で
す
が
、
16
～

24
歳
の
若
年
層
失
業
率
は

19.9
％
と
過

去
最
高
を
記
録
。
全
体
失
業
率
の4

倍

近
く
、
５
人
に
一
人
が
失
業
と
い
う

「
建
国
以
来
最
悪
の
雇
用
危
機
」
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
や
学

生
が
中
国
各
地
に
波
及
し
た
「
ゼ
ロ
・

コ
ロ
ナ
政
策
」
抗
議
運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
い
る
の
は
当
然
と
も
い
え
ま

し
ょ
う
。

現
代
化
達
成
の
目
標
は
２
０
３
５

年
「
一
人
当
た
り
GDP
の
水
準
を
イ
タ

リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
程
度
の
３
万
ド
ル

に
引
き
上
げ
る
」
こ
と
で
す
。
中
国

の
一
人
当
た
り
GDP
は
２
０
２
１
年
に

１
万
２
５
５
２
ド
ル
（
１
８
７
万
円
）

に
達
し
て
い
ま
す
か
ら
、
年
平
均
６

％
上
積
み
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
桁
成
長
の
時
代
は
過
去
の
栄
光

で
あ
っ
て
、
中
成
長
型
の
目
標
６
％

と
は
い
え
冒
頭
に
見
た
よ
う
に
そ
れ

ほ
ど
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ

ナ
禍
と
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
徹
底
政
策
が

制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
だ

れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
す
。
そ
れ
と

同
時
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
対
中
包
囲

網
つ
ま
り
中
国
を
ア
ジ
ア
お
よ
び
世

界
と
分
断
す
る
政
策
、
し
か
も
軍
事

的
安
全
保
障
に
加
え
て
、
経
済
的
安

全
保
障
（
中
国
と
世
界
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
切
断
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

な
ど
先
端
企
業
へ
の
禁
輸
な
ど
）
が

ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
中
国
を
締

め
上
げ
、
現
在
の
景
気
後
退
に
絡
ん

で
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

次
年
度
全
人
代
の
経
済
政
策
決
定

の
ひ
な
型
が
議
論
さ
れ
る
「
全
国
経

済
工
作
会
議
」
が
こ
の
12
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り

の
習
近
平
新
体
制
の
指
導
力
・
政
策

能
力
が
問
わ
れ
て
お
り
、
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

（
山
本

恒
人
）
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11
月
20
日
（
日
）
午
前
、
恒
岡
正

勝
先
生
の
『
陳
式
太
極
拳
特
別
講
習

会
』
、
10
回
コ
ー
ス

第
三
期
の
四
回
目
が

終
了
し
ま
し
た
。
原

則
月
一
回
で
す
の
で
、

二
十
四
回
目
で
二
年

半
。

陳
式
簡
化
三
十
六
式

の
う
ち
第
十
四
式
の

左
右
金
鶏
独
立
式
に

入
り
か
け
た
と
こ
ろ
。

難
し
い
で
す
。

肩
関
節
と
股
関
節

（
肩
甲
骨
と
腸
骨
）

の
可
動
、
尾
骨
↓
仙

骨
↓
腰
椎
↓
脊
柱
↓
頸
椎
↓
頭
蓋
骨

ま
で
の
連
動
、
脛
骨
↓
内
踝
↓
地
球

の
中
心
、
い
や
い
や
。

で
も
、
昨
日
出
来
な

か
っ
た
こ
と
が
今
日

は
出
来
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
「
と
き

め
き
」
。

今
日
出
来
な
か
っ

た
こ
と
で
も
明
日
は

出
来
る
よ
う
に
な
る

ん
だ
と
信
じ
る
「
希

望
」
。
わ
た
し
た
ち

は
太
極
拳
を
通
じ
て

「
青
春
」
し
て
い
ま

す
。

（
柳
川

晋
）

11
月
26
日
「
河
内
の
歴
史
を
学
ぶ

会
」
は
「
木
村
重
成
と
若
江
の
史
跡
」

を
歩
き
ま
し
た
。
木
村
重
成
は
、
安

土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の

豊
臣
氏
の
家
臣
。
生
年
は
不
明
で
す

が
、
豊
臣
秀
頼
の
乳
母
の
子
で
、
秀

頼
と
ほ
ぼ
同
年
齢
。
慶
長

20
年
（
１
６
１
５
年
）
５

月
、
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣

軍
の
主
力
と
し
て
出
陣
、

八
尾
・
若
江
の
戦
い
で
戦

死
。
重
成
の
死
後
、
妊
娠

し
て
い
た
正
室
の
青
柳
は
、

男
児
を
出
産
後
に
出
家
。

重
成
の
一
周
忌
を
終
え
る

と
20
歳
で
自
害
す
る
。

近
鉄
若
江
岩
田
駅
か
ら
商
店
街
を

南
へ
２
０
０
ｍ
、
ス
ー
パ
ー
「
コ
ノ

ミ
ヤ
」
の
前
に
飯
島
三
郎
衛
門
の
墓

が
あ
る
。
木
村
重
成
に
加
勢
し
た
将

で
、
「
若
江
の
戦
」
で
戦
死
。
墓
は

子
孫
が
建
立
。
南
の
大
き
な
交
差
点

は
、
「
若
江
木
村
通
」
と
あ
る
。
若

江
幼
稚
園
の
向
か
い
側
に
「
若
江
城

址
」
の
碑
が
あ
る
。
若
江
城
は
室
町

時
代
初
め
、
河
内
国
の
守
護
・
畠
山

基
国
が
築
き
、
約
６
０
０
ｍ
四
方
の

広
大
な
城
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
も

建
立
。

近
く
の
蓮
城
寺
に
は
木
村
重
成
の

位
牌
と
武
者
絵
が
お
堂
に
祀
ら
れ
て

い
る
。
民
家
の
一
画
に
あ
っ

た
木
村
重
成
の
武
者
像
は

撤
去
さ
れ
て
い
る
。

第
二
寝
屋
川
の
橋
を
渡

り
、
八
尾
市
「
木
村
公
園
」

に
四
方
に
石
柱
、
灯
篭
２

基
の
木
村
重
成
の
墓
が
あ

る
。
徳
川
方
武
将
・
山
口

重
信
と
馬
上
で
相
討
ち
と

な
り
戦
死
、
重
成
は
23
歳
、

山
口
重
信
は
26
歳
。
安
藤
長
三
郎
が

重
成
の
首
を
落
と
し
、
墓
は
安
藤
の

子
孫
が
１
５
０
回
忌
に
建
立
。
第
二

寝
屋
川
の
東
大
阪
側
に
は
、
山
口
重

信
の
墓
が
あ
る
。
亀
の
台
石
の
上
に

2.5
ｍ
の
墓
碑
が
建
つ
。
馬
上
で
戦
っ

た
二
人
の
武
将
の
墓
が
、
近
く
で
相

対
し
て
い
る
の
は
因
縁
か
。

（
西
岡
健
二
年
金
者
組
合
東
大
阪
支
部
長
）

中
河
内
支
部

木
村
重
成
と
若
江
の
史
跡
を
歩
く

中
国
経
済

景
気
後
退
と
い
う
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー

国
内
に
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
抗
議
、
国
外
に
対
中
包
囲
網

陳
式
太
極
拳
特
別
講
習
会

金
鶏
独
立
式
に
入
る

富
田
林
太
極
拳
教

室
は
11
月
26
日
（
土
）

地
元
の
郷
土
文
化
協

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
簡
化
24

式
、
太
極
剣
、
太
極

扇
の
三
種
目
を
披
露

し
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
衣
装

に
身
を
つ
つ
む
こ
と

で
会
員
一
同
気
持
ち

よ
く
練
習
の
成
果
を

表
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

太
極
拳
は
転
倒
防

止
や
体
力
の
維
持
・

増
強
に
効
果
が
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
は
色
濃
く
残
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
練

習
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
指
導
を

賜
っ
て
い
る
野
口
先

生
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
奥
村

功
）

郷
土
文
化
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
太
極
拳
表
演

11
月
26
日
、
城
北
支
部
は
望
年

会
を
中
央
区
内
の
中
国
料
理
店
で

開
催
し
、
14
名
が
参
加
し
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
佐
藤
支
部
長
が
「
先
月

の
第
３
回
支
部
総
会
を
力
に
新
た

な
前
進
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
府
連
山
本
恒
人
副

会
長
は
「
城
北
支
部
が

結
成
さ
れ
て
３
年
と
若

い
中
で
力
強
い
活
動
は

目
を
み
は
る
も
の
が
あ

る
。
来
月
３
日
実
施
の

中
国
百
科
検
定
試
験
受

験
者
数
８
人
は
支
部
で

は
日
本
一
の
受
験
者
数

で
す
」
と
支
部
を
激
励

さ
れ
ま
し
た
。

近
藤

正
支
部
世
話
人
の
乾
杯
の

音
頭
の
あ
と
、
参
加
者
は
料
理
に

舌
鼓
を
う
ち
う
ち
な
が
ら
親
し
く

懇
談
し
ま
し
た
。

懇
親
が
続
く
中
、
参
加
者
の
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前

行
っ
た
中
国
旅
行
の
想
い
出
、
川

柳
の
活
動
、
中
国
帰
国
者
２
世
支

援
署
名
の
訴
え
、
幼
少
期
を
中
国

で
過
ご
し
た
話
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

山
本
恒
人
副
会
長
が

城
北
支
部
に
贈
る
歌
を

披
露
、
川
端
徳
二
郎
さ

ん
は
城
北
支
部
の
た
め

に
作
っ
た
替
え
唄
・
献

良
節
を
朗
々
と
唄
い
、

西
脇
義
彦
さ
ん
は
唐
詩
・

春
暁
な
ど
を
中
国
語
で

吟
じ
店
の
責
任
者
か
ら

も
大
喝
采
を
浴
び
ま
し

た
。近

藤

正

さ

ん

が

「
青
い
星
」
エ
ッ
セ
イ
集
を
上
梓

し
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
る
な
ど
、

城
北
支
部
の
み
な
さ
ん
の
多
芸
、

多
才
が
光
っ
た
、
明
日
へ
の
力
を

蓄
え
る
素
晴
ら
し
い
望
年
会
と
な

り
ま
し
た
。
（
佐
藤

倫
理
）

経
済
後
退
と
雇
用
危
機

大
切
な
こ
と
は

内
外
環
境
の
安
定
化

城
北
支
部

中
国
検
定
に
８
名
が
受
験

明
日
へ
向
か
っ
て
活
力
満
杯
の
望
年
会


